
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貨物自動車運送事業における生産性向上及び 

長時間労働改善に向けた調査事業（生乳） 

報 告 書 

令和 3 年９月 

国土交通省自動車局貨物課 
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1-1 生乳物流の着目する背景 
①背景 

  平成 30 年 7 月に公布された「働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法

律」において、長時間労働の是正を図る観点から、時間外労働について罰則付きの上限規制

が導入されることとなり、自動車の運転業務についても、改正法施行から 5 年後となる令

和 6 年 4 月 1 日から、年 960 時間の上限規制が適用されることとなった。 

  しかし、労働基準関係法令や「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」（改善基

準告示）の違反が高水準で推移する中で、現状のままでは、上限規制を遵守しながら現在と

同水準の物流を確保することは困難と考えられる。 

 そのため、取引環境の適正化や労働生産性の向上等の長時間労働是正に向けた環境整備に

資する実効性ある具体的取組を実施する必要があり、その取組の一つとして、国土交通省で

は、調査の結果とくに荷待ち件数の多かった輸送品目に着目して現状の把握、課題に対する

打ち手の検討を行う取組を平成 30 年度から実施してきた。 

 令和 2 年度は生鮮食品を取り上げることとしており、その中でもとくに荷待ち件数の多

かった生乳について取り組むこととなった。 
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1-2 生乳物流の概観と課題 
①輸送ネットワーク概観 

生乳物流の輸送ネットワーク概観を、下図に示す。 

 
 

②生乳輸送における領域別課題 ※運送事業者アンケート結果による 

領域 ドライバーの長時間労働に原因となる問題(抜粋) 
青字は生乳物流 特有の問題 

[A] 

酪農家での集乳作業 

●積込作業 
  ・タンク数が複数ある場合、時間がかかる。 

●付帯作業 
・タンク数が複数ある場合、検査数が多くなり、時間がかかる。 

・集乳後のタンク洗浄やバルク部品洗浄など、毎回実施しなければならない 

付帯作業があり、時間がかかる。 

 ・バルクの種類が酪農家によって区々。操作が複雑である。 

 ・品質検査をドライバーが実施。責任が重い。 

   [検査項目] 温度・臭い・ゴミ・アルコールチェックなど 

●待ち時間 
  ・搾乳終了待ちや、乳温の下がり待ちが発生する。 

  ・検査結果待ちが発生する。 

●その他 
  ・積込作業や付帯作業が、有償化されていない。 

  ・集乳指示の依頼はなく、慣例的に決まっている。 

[B] 

生乳工場への送乳ルート 

・酪農家は、朝は遅い時刻に、夕方は早い時刻の集乳を希望するため、 

 集乳対応時間帯が限られている。 

・酪農家の集乳時刻を踏まえたルート組みができていない。 

 結果、生乳工場でトラックが集中する事となる。 

・異常乳が発覚した場合、翌日集乳となり、高効率に配車組ができなくなる。 

 別便を仕立てて対応している。 

・生乳工場への受入れ先変更が頻繁に発生する。 

・一般道(下道)利用が前提であり、高速道路利用が認められてない。 

[C] 

生乳工場での受入れ作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●荷卸作業 
  ・ポンプ能力が低く、卸しに時間がかかる。 

●付帯作業 
・ローリー洗浄/手洗い/タンクに入ってブラッシングなど、毎日実施する 

 付帯作業に時間がかかる。 

・異常乳が発覚した場合、検査時間がかかる。 

●待ち時間 
  ・受入れタンクが満杯で、空くまで待ちが発生する。 

  ・パイプラインが満杯(受乳スペースが満杯)で、待ちが発生する。 

  ・洗浄スペースが限られており、待ちが発生する。 

・クラリファイ(遠心分離機)を使用する車両の待機場所として、バースが使用され 

 ており、待ちが荷卸作業に待ちが発生する。 

・生乳工場が、生産能力を把握できていない事から、過剰な受入れとなり、待ちが 

 発生する。 

・需要期と繁忙期の閑散差があり、繁忙期は車両が集中し、待ちが発生する。 

 閑散差が発生する要因に、乳牛の生乳生成量に季節差がある事がある。 

  ・原乳入荷や濃縮乳入荷、CIP 設置等のバースが兼用されており、 

バース使用時間帯が計画的に配分されていない。 

  ・近地酪農家を回る集乳車両は複数回転をしている事から、遠地からの集乳車両 

よりも荷卸しが優先される。バース使用時間帯が計画的に配分されていない。 
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生乳工場での受入れ作業 
(前頁続き) 

・生産に応じての荷卸しとなるため、製造が滞ると、待ちが発生する。 

・荷卸しが到着順であり、待ちが発生する。 

  ・到着車両が集中し、待ちが発生する。 

  ・荷卸優先車両があり、待ちが発生する。 

[C] 

生乳工場での払出し作業 

●積込作業 
  ・ポンプ能力が低く、積みに時間がかかる。 

  ・積込専門担当者を、運送事業者がコスト負担をしては配置している。 

●付帯作業 
・積込前に毎回、洗浄を実施。30 分程度かかっている。 

●待ち時間 
  ・原乳不足時、生乳工場からの事前連絡がなく、待ちが発生する。  

  ・洗浄スペースが限られており、待ちが発生する。 

  ・残乳が少ない時に、待ちが発生する。 

  ・積込車両が集中して、待ちが発生する。 

・バース使用時間帯が計画的に配分させておらず、待ちが発生する。 

・入構体時刻の事前連絡がなし、平均で 50 分程度の待ちが発生する。 

[D] 

乳業/飲料工場での 

受入れ作業 

●荷卸作業 
  ・飲料工場に受入れタンクがなく、タンクローリーより直接生産ラインに納入 

   している。言い換えれば、到着車両をタンク代わりに使っている。 

  ・製造時間に合わせたジャストインタイムの納入を求められている。 

●付帯作業 
・毎回、ローリー洗浄を実施。30 分程度かかっている。 

・飲料工場に、納入後の洗浄設備がないため、翌日、他の洗浄設備のある場所で 

 洗浄をしている。 

●待ち時間 
・生乳貯蔵能力と生乳吸入設備数に限界があるため、待ちが発生する。 

・タンクの貯蔵が満タンの場合、待ちが発生する。 

・サンプル採取後、工場内で検査が終わるまで、待ちが発生する。 

・工場の検査担当者によって、検査時間が異なり、長く待ちが発生する事もある。 

・乳業/飲料工場が、生産能力を把握できていない事から、過剰な受入れとなり、 

待ちが発生する。 

・生産に応じての荷卸しとなるため、製造が滞ると、待ちが発生する 

・荷卸しが到着順であり、待ちが発生する。 
  ・到着車両が集中して、待ちが発生する。 

  ・荷卸しは、工場側の担当者が実施してくれるが、その間、ドライバーに待ちが 

   発生する。 

その他 
 リードタイム・取引 など 

●リードタイム 
・工場の残乳を踏まえた突発的な変更・取り消しが頻繁に起こる。 

・納入日翌日の納入であり、リードタイムが短く、高効率な配送計画を立案する 

 時間が十分にない。 

・締め切り後の緊急依頼がくる事がる。 
・ドライバーが荷役・付帯作業を実施しているが、その料金がもらえていない。 

 

 

[問題の纏め] 

他品目と同様の問題は存在しているものの、生乳物流特有の問題も多い。 

特に「待ち時間」と「付帯作業(具体的作業は下図)」の問題指摘が多く、ドライバーの長時間 

労働の一因となっている事が確認できる。 
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[ 総 括 ] 

 

前頁に記載した問題について、その発生要因を、下表に整理する。 
 

要因➔ 

 

↓問題種別 

生乳の「製品特性」が要因 生乳の「生産特性」が要因 
 

タンク・ポンプなどの 

工場設備能力 
生産方式など 

「付帯作業」
に関わる問題 

[問題抜粋] 

・タンクやバルク洗浄など、 

毎回実施。 

・品質確保のための検査 

 

[問題抜粋] 

・タンク数が複数ある場合、 

検査数が多くなる。 

[問題抜粋] 

・検査結果待ちが発生する。 

「待ち時間」
に関わる問題 

[問題抜粋] 

・乳牛の生乳生成量に季節差。 

 繁閑差が大きい。 

・乳温の下がり待ち 

[問題抜粋] 

・生乳貯蔵能力と吸入設備数の 

限界 

・受入れタンク、パイプラインが 

満杯 

 

[問題抜粋] 

・生産能力を把握してない。 

・原乳不足時など、 

イレギュラー時の対応 

ルールが明確でない 

「積卸作業」
に関わる問題 

 [問題抜粋] 

・タンク数が複数ある場合、 

時間がかかる。 
・ポンプ能力が低い場合、 

時間がかかる 

 

[問題抜粋] 

・製造時間に合わせた JIT 

納入を求められている。 

           ↓             ↓            ↓ 

           ↓             ↓            ↓ 
 

問題解決の 

方向性 

 

生乳は生き物である牛から搾取さ

れ、その多くは賞味期限の短い飲

用牛乳として処理される。 

更に、需給バランスは、気候その他

様々な要因に影響を受けやすい。 

また、他の農産物と比較して、 

保存が効かず腐りやすいという特

性もある。 

 

製品開発などによる生乳の製品特

性の改良は、即座での対応は困難

であり、ドライバーの長時間労働

短縮を実現するためには、一定の

時間を要すると思われる。 

 

 

 

工場設備増強は、荷主に於ける新規投資が発生するものの、ドライ

バーの長時間労働短縮に向けた活動を展開する主領域と思われる。 

 

「荷主と運送事業者の協力による取引環境と長時間労働の改善に

向けたガイドライン」に掲載されている 

 ● 予約受付システムの導入 (含：バースの計画的運用) 

 ● 運転以外の作業部分の分離 
    注：但し、酪農家集乳時の付帯作業等の分離は、当該作業に 

酪農課以外の第 3 者の客観性も必要であり、実施にあたっては 

関係者間での十分に協議が必要。 

 ● 発荷主からの入出荷情報等の事前提供 

 ● モーダルシフト(遠地酪農家からの集乳などを対象)  等々 

は、ドライバーの長時間労働短縮に有効な施策候補として考えられ

る。 
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1-3 らくのう運輸 実証実験 
 

①実証実験に参加頂いた企業・組合のプロフィール 

  
 

 

 

②本事業の取組ステップ 全体像 

 下図の 4 つのステップに則り、事業を推進した。 

 

  
 

      注：打合せは、全てオンラインで開催。 
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③輸送ネットワーク 全体像 

 

   
 

 

 

 

④情報の流れ 全体像 
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⑤詳細実態調査 

下述の２つのアプローチから、詳細実態調査を実施した。 

     
 

アプローチ① アンケート 
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  [アンケートによる実態整理の切り口] 

    
 

 

 

 

 

 

 

[アンケート 結果] 
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アプローチ② データ分析 

下述の２つのデータを基に、詳細実態調査を実施した。 
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[詳細実態調査 まとめ] 
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⑥改善策について 

下述①～⑤までの改善策を実施のうえ、実証実験に臨んだ。 
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 ご参考：検討の結果、次年度以降の検討候補となった改善策 
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⑦実証実験実施結果について 
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森永熊本工場 
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弘乳舎 
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バース使用時間帯の計画的配分などによる待ち時間削減 熊本県

１．実施者の概要１．実施者の概要

着荷主企業：熊本県酪農業協同組合連合会 (以降：らくのうマザーズ)
注：下記元請運送事業者への、運送委託者でもある

元請運送事業者：株式会社 らくのう運輸
生乳に係る輸送事業を主に展開

荷種：生乳

２．事業概要２．事業概要

② 酪農家集乳ルート見直しでらくのうマザーズ入荷時間帯を分散

① らくのうマザーズ入荷時のバース使用時間帯の計画配分



３．課題３．課題

４．事業内容４．事業内容

６．荷主企業のメリット６．荷主企業のメリット

５．結果５．結果

生乳の入荷を担っている運送事業者全てを対象としたバース使用時間帯の計画的配分
① ・らくのうマザーズへの生乳入荷を担っている運送事業者は、合計2社。
② ※らくのう運輸以外にも、もう1社有り。

・バース使用時間帯を、運送会社別・コース別に事前設定する。

酪農家集乳ルート見直し

① 運送事業者と意見を交わし、ドライバーの労働時間削減に取り組むことで、強力な
パートナシップを築くことができた。

② バース使用時間帯の計画的配分により、待機車両台数も削減。

７．結果に結びついたポイント７．結果に結びついたポイント

① 荷主が昨今のドライバー不足を重要な問題と認識していた。
② 運送事業者からの問題点や要望に対して、忌憚のない議論ができた。

2

らくのうマザーズ入荷時に待ち時間が発生
① ・到着車両が集中し、或いは受乳スペースが混雑すると、30分から60分の待ち時間が発生する。
② 実態として、この待ち時間は、毎日発生している。

・らくのう運輸は、らくのうマザーズに生乳を１日３回納入。
入荷時刻は、９時・１２時・１５時と決められてはいるが、3回目の納入は、１回転目・２回転目の
運行影響で、待ち時間がより長くなる。

らくのうマザーズ入荷時の、削減待ち時間
• 実験前平均待ち時間：11分/運行 実験中平均待ち時間： 5分/運行 (半減)

実験中実験前



原乳不足情報の事前共有による待ち時間などの削減 熊本県

１．実施者の概要１．実施者の概要

発荷主企業：熊本県酪農業協同組合連合会 (以降：らくのうマザーズ)

着荷主企業の運送業務委託者 ( = 元請運送事業者への発注者 )
：九州生乳販売農業協同組合連合会 (以降：九販連)

着荷主企業：九州内の2社の乳業工場

元請運送事業者：株式会社 らくのう運輸
生乳に係る輸送事業を主に展開

荷種：生乳

２．事業概要２．事業概要



３．課題３．課題

４．事業内容４．事業内容

６．荷主企業のメリット６．荷主企業のメリット

５．結果５．結果

実証実験は、令和3年2月1日～2月28日までの期間で実施。
●当該期間の原乳不足発生回数 ： 77運行中 5運行

【抜粋】

※原乳不足情報の事前提供による削減待ち時間を定数的に算出する事は困難ではあるものの、
らくのうマザーズでの積込時、30分から300分の待ち時間が通常 発生。但し発生は不定期

① 運送事業者と意見を交わし、ドライバーの労働時間削減に取り組むことで、強力な
パートナシップを築くことができた。

② 工場内待機車両台数が削減される事で、構内物流の整流化を実現

７．結果に結びついたポイント７．結果に結びついたポイント

① 荷主が昨今のドライバー不足を重要な問題と認識していた。
② 運送事業者からの問題点や要望に対して、忌憚のない議論ができた。

2

下述の方法にて、実証実験に臨んだ。

ア．現在の出荷に係る決め事を確認。
イ．決め事に沿って出荷をするうえで、原乳不足にあたらない、

出荷前日の適正な繰り越し量（貯乳量）を確認する。
※このとき、必ずしもこの適正量を維持することが目的ではない事を

関係者間で共有する。
ウ．適正な繰り越し量を下回った場合の入構時間、らくのう運輸に連絡する時間と

担当者をルール化する。
エ．実施期間中、適正な繰り越し量を下回った場合に限り、担当者は

らくのう運輸へ連絡する。
オ．らくのう運輸は入構後、積込み開始までの待ち時間を記録する。

らくのうマザースでの積込時の「待ち時間」が発生する要因のひとつに、らくのうマザーズ
工場での原乳不足がある。
原乳不足の状態は、積込み日前日から分かっている場合もあるものの、らくのう運輸に、
その旨、連絡を入れるかは、連絡内容も含めて、担当者に依って異なる

・・・原乳不足の事前連絡が、ルール化されていない

日付 時刻※
2月25日 16:00 菊池 2月26日 9:00 9:00

B
らくのう運輸様が

らくのうマザーズ様より指示をもらった内容

A
らくのう運輸様が

らくのうマザーズ様より連絡を頂いた日付

日付 時間 工場
らくのうマザーズ様が

新たに指定なさった積込日 実到着時刻


